
昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日
運
輪
省
特
溺
扱
承
認
雑
誌
第
四
五
三
號

暇
和
六
十
【
年
三
月
二
十
日
装
行

肪第十第四十七

第五百五十二號

昭和六十一年三月二十日嚢行

普
遍
概
念
と
し
て
の
多
様
体
…
…
…
…
…
…
澤

「
相
互
作
用
論
」
の
モ
デ
ル
序
説
（
完
）
…
…
宝

事
物
の
類
似
た
る
イ
デ
ア
…
…
…
…
…
…
…
長

ー
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
イ
デ
ア
論
に
お
け
る
問
題
i

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
自
然
学
の
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
形
而
上
学
的
基
礎
づ
け
　
　
　
，

－
伝
統
的
形
而
上
学
と
の
対
比
に
お
い
て
i

〔
資
料
〕
西
田
幾
多
郎
・
全
集
未
収
載
遺
稿
（
二
）

〔
学
界
展
望
〕
西
田
哲
学
を
め
ぐ
る
：
・
：
・
：
：
：
・
：
：
・
大

　
　
　
　
最
近
の
論
点
i
書
評
を
か
ね
て
一

〔
書
評
〕
岩
波
哲
男
著
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
・
：
氷

　
　
『
ヘ
ー
ゲ
ル
亡
ホ
教
哲
学
の
研
究

　
　
　
　
　
1
ヘ
ー
ゲ
ル
と
キ
リ
ス
ト
教
駈

彙
報

口
　
　
昭
　
　
車

月

誠

倉
　

久
　
　
子

林
　
　
道
　
　
夫

橋
　

良
　
　
介

見

潔

京都大學文學部内

京都哲町回



京
都
雌
馬
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

｝
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
暫
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
門
は
賛
助
員
若
千
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圖
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
狸
の
名
を
以
て
入

曾
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
曾
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
、
本
門
は
事
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

（
3
6
）
　
ρ
ω
§
ヨ
鼻
b
σ
ミ
q
ぎ
ミ
ミ
目
葛
き
樋
り
昭
（
酒
田
健
一
他
訳
『
橋
と
扉
』
白
水
社
、
一
九
七
六
年
）
訳
書
二
四
二
頁
。

（
3
7
）
　
シ
ュ
ッ
ツ
が
科
学
的
公
準
の
一
つ
と
し
て
「
適
合
性
の
公
準
」
を
掲
げ
る
と
き
、
彼
が
単
に
理
論
的
解
釈
が
日
常
生
活
の
常
識
的
な
解
釈
と
一

　
致
す
る
こ
と
に
、
理
論
解
釈
の
妥
当
根
拠
を
求
め
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
果
し
て
適
鈎
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
相
互
作
用
論
の
立
場
で
は
分

　
析
者
の
理
論
レ
ベ
ル
で
の
解
釈
の
妥
当
根
拠
を
一
応
解
釈
者
間
の
「
合
意
」
の
可
能
性
に
求
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
ほ
う
げ
つ
・
ま
こ
と
京
都
大
学
文
学
部
〔
社
会
学
〕
助
教
授
）

前号　目　次

沈
黙
の
思
考
（
完
）
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
本
吉

ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
理
性
と
情
念
…
・
…
…
…
：
土
岐

「
有
の
問
い
」
か
ら
「
回
思
」
へ
…
…
…
…
…
松
丸

i
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
於
け
る
「
思
索
」
と
「
詩
作
」

　
　
に
関
す
る
一
考
察
一

言
語
・
意
味
・
対
象
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
…
：
中
畑

i
『
ク
ラ
テ
ユ
ロ
ス
』
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
の

　
言
語
哲
学
i

〔
資
料
〕
西
田
幾
多
郎
・
全
集
未
収
載
遺
稿
（
一
）

〔
回
想
〕
留
学
当
時
の
思
出
（
完
）
…
…
…
…
…
臼
［
井

〔
書
評
〕
神
野
慧
一
郎
箸
…
…
…
…
…
…
：
・
：
・
田
村

　
　
　
『
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
』

壽邦良
雄夫治

正
志均尚



　
代
日
本
の
哲
学
・
増
補
版
』
勤
草
書
房
、
昭
和
三
十
七
年
所
収
）
を
挙
げ
て
お

　
く
。

（
3
）
　
「
共
通
感
覚
」
や
「
知
」
を
「
覚
」
と
の
連
関
で
論
じ
た
西
谷
啓
治
氏
の

　
重
要
な
論
文
と
し
て
、
他
に
「
般
若
と
理
性
」
（
玉
城
康
四
郎
編
『
仏
教
の
比

　
較
思
想
論
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
四
年
、
二
三
七
～
三
〇
〇

　
頁
）
お
よ
び
「
“
覚
”
に
つ
い
て
（
一
）
」
（
東
洋
学
術
研
究
第
十
八
巻
、
第
三

　
号
、
　
一
～
一
三
頁
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
筆
者

お
お
は
し
・
り
ょ
う
す
け
京
都
工
芸
繊
維
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
哲
学
〕
教
授
）

前
号
（
五
五
一
号
）
正
誤
表

　
八
頁

四
一
頁

五
四
頁

六
一
頁

八
三
頁

八
八
頁

一
8
頁

二
二
行

一
六
行

八
行

四
行一

四
行

一
六
行

一
行

δ
七
頁
　
一
五
行

一
≡
貝
　
九
行

三
九
頁
　
下
段
ご
O
～

　
　
　
一
＝
行

三
四
頁
　
上
段
七
行

　
　
誤

ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

指
適
す
る

「
圓
想
》
づ
伽
。
昌
搾
①
三

「
建
立
つ
る
」

そ
の
た
め

実
現
を

ソ
ク
ラ
テ
ス
で
は

『
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
』

自
ピ
霞
窃
勘
寝
ヒ

私
は
フ
ッ
サ
ー
ル
か
ら

…
…
教
え
を
受
け
フ
市

に
残
っ
て

固
じ

　
　
正

ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

指
摘
す
る

「
回
思
b
昌
侮
。
旨
婦
。
誉
」

「
建
立
す
る
」

の
た
め

実
現
の
有
無
を

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
見
解
で

は
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』

嫡
建
簿
ま
ゆ
優
じ

私
は
フ
山
巾
に
残
っ
て
フ

ッ
サ
ー
ル
か
ら
…
…
教

え
を
受
け

同
じ

1957

学
　
界
　
展
望

一
七
九



つ
く
ま
ま
の
論
評
を
記
し
て
き
た
。
最
後
に
も
う
一
度
く
り
返
す
な
ら
ば
、

本
書
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
宗
教
哲
学
の
研
究
と
い
う
分
野
に
於
て
、
先
駆
的
開

拓
的
業
績
と
し
て
、
熟
読
さ
る
べ
き
・
き
わ
め
て
高
い
価
値
を
有
し
て
い

る
。
本
書
が
刺
激
と
な
っ
て
、
わ
が
国
に
於
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
が
、

画
期
的
躍
進
を
遂
げ
る
こ
と
を
、
筆
者
も
ま
た
、
宗
教
哲
学
の
一
学
徒
と

し
て
、
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
（
筆
老
　
ひ
み
・
き
よ
し
　
奈
良
県
立
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
哲
学
〕
助
教
授
）

豫告文論口
写次

曼
茶
羅
の
構
成
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
清

　
1
そ
の
ニ
ー

真
理
へ
の
意
志
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
圓

　
一
近
世
哲
学
に
於
け
る
そ
の
内
的
変
動
ー

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
意
志
の
問
題
…
…
・
…
…
…
…
・
・
安

　
－
意
志
と
げ
儀
巌
Φ
器
箕
置
i

ト
マ
ス
倫
理
思
想
の
基
礎
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
中

　
一
至
福
へ
の
本
性
的
欲
求
に
つ
い
て
一

〔
資
料
〕
西
田
幾
多
郎
全
集
未
収
載
遺
稿
（
完
）

〔
討
論
〕
田
村
均
氏
の
書
評
に
答
う
…
…
…
…
…
…
神

水
善
三

増
治
之

藤
正
人

村

治

野
慧
一
郎

1965

書

評

一
八
七



會

告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匠
吉
田
京
都
大
學
交

學
部
内
束
都
哲
累
會
（
振
替
目
当
京
都
ニ
ー
四
〇
三
九
番

京
都
哲
鳥
餌
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
非
才
数
非
分
）
を
お
梯
垂
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
饗
喪

に
掬
す
る
」
切
は
東
京
都
千
代
田
厘
一
番
町
一
七
番
地
創
交

杜
（
振
替
口
座
東
京
二
i
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
回
す
る
通
信
・
新
刊
書
。
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
颪
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
六
十
一
年
三
月
十
五
日
　
印
剛

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
　
蛮
行

編
輯
兼

蛮
行
人

編
輯
代
表

編
輯
担
当

美酒京豪

　　大　　都翌
濃井鑑
　　町内

慰
ず

正修會

費
捌
所

印
　
劉
　
所

久譲

保護
井

薄鼠
津

男祉

東
京
都
千
代
田
團
】
番
町
一
七
番
地

振
替
口
座
　
東
京
二
一
九
二
四
七
二

重
語
東
京
二
六
三
一
七
一
〇
｝
（
代
表
）

曉
印
剛
株
式
會
祉

棄
京
都
文
京
臨
関
口
一
一
二
四
i
八

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
管
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
祉
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
三
交
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
六
十
一
年
三
月
十
五
日
印
刷

照
和
六
十
一
年
三
月
二
十
目
壁
行
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